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一時はどうなる事やら？と思えた 新型コロナウイルス感染者数増加にも ようやく歯止めがかかったかのように思えます。

全国的に 一日の感染者数が 20～30 人レベルとなり ようやく「緊急事態宣言」が解除されることになりました。 
「ゆるいゆるいと言われた日本の規制では 感染者は減らないだろう…甘すぎる！」 
そう声を大にしてきた人は 今度は「マスクが遅すぎる 無駄だ！」「作りすぎた人工呼吸器を 安く米国に売るなどとは

税金の無駄遣い」「もっと追加で経済補助を出せ」言いたい放題ですね。 
逆なら逆を言うのでしょうね。「何をやっている！」と！世界各国の首長の対応、州や 日本で言えば都道府県の長の対

応などが 否応なしに評価されます。結果が良ければ当たり前 ちょっとおかしな言動が目に付くと袋叩きです。 
食べていくのにも困るような窮地にある人でなく 意外とずっとネットを見ていられるような環境にある人が 文句たらた

ら・・・ネット社会 便利ではありますが 大変な ある意味恐ろしい時代になったものです。 
2 月からの自粛を経て 緊急事態「不要不急の外出の控え 不要不急の外出自粛 テ

レワーク」それも皆 解除となり段階的にではありますが 県をまたいだ移動も可、旅行

等の外出も OK となるわけです。 
小学校～大学まで 授業も始まりました。これから暑い中でのマスク着用、フェイスシー

ルド着用というところもあるようです。やはり 前と全く同じな 元の生活に戻れるのかとい

えば・・・いささか疑問です。やはり頭の中には コロナ生活習慣がこびりついていて 

「外食なら個室がいいな」とか「買い物でも ディスタンス」「スポーツジム・・・行かんわ」

「お出かけは 密でないところ」とかに なりそうですね。 
今後 画期的な治療薬や ワクチンなどが流通しなければ 自粛はやはり続くであろうと

みられ その場合 大きな影響を受けるであろう業種があげられたりしています。 
あまり影響を受けないであろうと思われる業種も 連鎖で分断されていくであろうことは

想像できます。経済活動を優先することで、日本全体で 自粛等解除となれば 次は

「海外からの」「海外への」入国制限や渡航制限の解除が待っています。しかし、識者に

よりますと「二次三次感染は必ずある と 認識すべき」だとのことです。 
まだまだ未知の新型コロナウイルスなので 何百万件検査しているという 抗体検査で

「抗体を保有している」と結果が出た ほぼ半数が「偽陽性」の可能性があるというのが 

5 月末での米疾病対策センターでの見解です。 
と、いうことは・・・「自分は抗体を持っている、だからもう発症患者の近くに寄っても 感

染しない」などとはいえないということです。日本などは特に わりと早々と感染者が減っ

てしまったことから 抗体を持っている人が数パーセントにも満たないとみられ もしも 

入国制限や渡航制限が解かれ 海外との交流が始まった場合 ひとたまりもなく新たな

感染爆発の危険性が高まってしまうのではないか？と懸念されているのです。まだまだ 

一日 1 万人もの感染者が出ている中南米など 世界では感染者が増え続けています。

先日も 羽田空港で ブラジルから到着した人の中で感染者が複数名見つかったところ

です。こんな風に発見できれば良いのですが それこそすり抜けて また新たにウイル

スが入ってきてしまっては もとのもくあみです。このウイルスの特性や 感染全容などが

わかり ワクチンや これという治療薬が承認されれば また「インフルエンザ」のように「コロナにかかったので 1 週間休

みます」とか あたふたしなくても受け止められるのでしょうか。それまでは 今までとは違った生活を普通としながら 現

状の範囲で生活していくことが必要となってくるのでしょう。アフターコロナ、はたしてどんな日々が待ち受けているのでし

ょう？マルジンも できる限り細心の注意を払いつつ 生き残っていきたいと思います。がんばろう！！ 
マルジ 6 月のカレンダー  

＜モノレールレンタル料（賃料）の一覧表＞  
 「モノレールレンタル料（賃料）の一覧表」 

   本年 4 月に改訂されております。 

ご入用の方は 

   マルジン（0778-27-7200）までご連絡ください。 
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Ｓ＆Ｕだより                                                                  株式会社 マルジン 

2020 年 6 月第 271 回は～R2 モノレールレンタル料（賃料）の一覧表～について 
R2年 また今年も モノレール工業協会編の「モノレールレンタル料（賃料）の一覧表の最新版が発行されました。ご入り用の方はまた「 
0778-27-7200」マルジンまでご連絡ください。今年は大きく料金の変更や 法定福利費の変更、分岐敷設工事費の計上等がございますの

で モノレールの設計の際は新しい表で算出頂けますようお願い申し上げる次第です。 
あと、「モノレール運転の際は、運転台車を装備することを推奨します」という 重要追記されましたので ご利用の際は 発注前の確認

事項として敢行のほどお願い申し上げます。 では 少しですが抜粋させていただきます。 
 
＜最高単価＞工事用ﾓﾉﾚｰﾙ（200㎏積/45°） 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 191,000 324,700 418,300 493,200 560,700 621,500 682,300 737,100 

台   車 1台 36,800 62,600 79,700 95,200 108,300 120,100 131,900 142,600 

レール資材 １ｍ 1,590 2,710 3,430 4,140 4,720 5,250 5,780 6,260 

ポイント 1台 19,400 33,000 41,800 50,300 57,300 63,600 69,900 75,600 

＜平均単価＞ 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 167,600 284,900 367,000 432,800 492,000 545,400 598,700 646,800 

台   車 1台 36,100 61,400 79,200 93,400 106,300 117,900 129,500 140,000 

レール資材 １ｍ 1,530 2,610 3,370 3,980 4,540 5,050 5,560 6,030 

ポイント 1台 19,200 32,600 42,100 49,800 56,700 63,000 69,300 75,000 

＜最低単価＞ 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 144,100 235,000 315,700 372,300 423,300 469,200 515,100 556,500 

台   車 1台 35,400 60,200 77,600 91,600 104,200 115,600 127,000 137,300 

レール資材 １ｍ 1,470 2,500 3,230 3,820 4,360 4,850 5,340 5,790 

ポイント 1台 18,900 32,200 41,600 49,200 56,100 62,400 68,700 74,400 

＜最高単価＞工事用ﾓﾉﾚｰﾙ（500㎏積/45°） 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 423,900 720,700 928,500 1,094,800 1,244,500 1,379,300 1,514,100 1,635,500 

土木平台車 1台 118,600 201,700 259,900 306,500 348,500 386,300 424,100 458,200 

バケット台車 1台 123,000 209,100 269,400 317,700 361,200 400,400 439,600 474,900 

レール資材 １ｍ 2,670 4,540 5,850 6,900 7,850 8,710 9,570 10,350 

ポイント 1台 27,200 46,300 59,700 70,500 80,300 89,200 98,100 106,200 

＜平均単価＞ 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 381,500 648,600 835,600 985,300 1,120,000 1,241,300 1,362,600 1,471,800 

土木平台車 1台 100,900 171,600 221,200 260,900 296,700 328,900 361,200 390,300 

バケット台車 1台 106,200 180,600 232,700 274,400 312,000 345,900 345,900 410,400 

レール資材 １ｍ 2,520 4,290 5,530 6,520 7,420 8,240 9,050 9,790 

ポイント 1台 26,600 45,200 58,300 68,900 78,400 87,100 95,700 103,600 

＜最低単価＞ 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 339,100 576,500 742,700 875,700 1,103,200 1,103,900 1,211,000 1,308,100 

土木平台車 1台 83,200 141,500 182,400 215,200 244,800 271,500 298,200 322,300 

バケット台車 1台 89,400 152,000 195,900 231,100 262,800 291,400 320,000 345,800 

レール資材 １ｍ 2,370 4,030 5,200 6,140 6,990 7,760 8,530 9,230 

ポイント 1台 25,900 44,100 56,900 67,200 76,500 84,900 93,300 100,900 

＜最高単価＞工事用ﾓﾉﾚｰﾙ（2000㎏積/45°） 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 868,400 1,476,300 1,901,900 2,242,400 2,548,900 2,824,800 3,100,700 3,349,100 

土木平台車 1台 477,600 812,000 1,046,100 1,233,400 1,402,000 1,553,800 1,705,600 1,842,300 

ﾊﾞｹｯﾄ台車0.2 1台 119,800 203,700 262,500 309,600 352,000 390,200 428,400 462,800 

レール資材 １ｍ 10,140 17,240 22,210 26,190 29,780 33,020 36,260 39,180 

長尺台車 1台 241,300 410,300 528,600 623,300 708,600 785,400 862,200 931,400 

ポイント 1台 270,000 459,000 591,300 697,200 792,600 878,500 964,400 1,041,800 

＜平均単価＞ 
品    名 数量 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5カ月 6ヶ月 7か月 8か月 

動力車（ｶﾞｿﾘﾝ） 1台 811,800 1,380,000 1,777,900 2,096,200 2,382,700 2,640,600 2,898,500 3,130,700 

土木平台車 1台 460,900 783,600 1,009,500 1,190,300 1,353,000 1,499,500 1,646,000 1,777,900 

ﾊﾞｹｯﾄ台車0.2 1台 115,600 196,600 253,300 298,700 339,600 376,400 413,300 446,500 

レール資材 １ｍ 9,580 16,280 20,980 24,740 28,130 31,190 34,250 37,010 

長尺台車 1台 232,900 395,900 510,100 601,400 683,700 757,700 831,800 898,500 

ポイント 1台 172,700 293,700 378,400 446,300 507,400 562,400 617,500 667,100 

なお、施工に関しましては「ﾓﾉﾚｰﾙ技士(労務単価 35,000円)モノレール設置工（労務単価 25,000円）からなるものとし、

諸雑費は人件費の20％ 法定福利費（R2.4/1現在）は15.5％となります。諸雑費＝工事に必要な工具、レール部材運搬

用モノレール及び油脂などの消耗品、また、支柱切断等の損失による費用です。 


